
 

１  山岳遭難発生状況（暫定値） （令和７年数値は１月１日からの同期間数値）
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３  態様別発生状況
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４  男女別・年齢別比率

　区　分 死者不明負傷無事 計 死者不明負傷無事 計

１９歳以下 0 0 0 5 5 0 0 0 2 2

２０ 代 1 0 1 11 13 0 0 0 4 4

３０ 代 1 0 0 3 4 0 1 0 1 2

４０ 代 3 0 2 1 6 0 0 0 0 0

５０ 代 2 0 1 3 6 0 0 1 2 3

６０ 代 1 0 2 3 6 1 0 2 0 3

７０以上 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

計 8 0 6 26 40 1 1 3 10 15

比  率

（※　比率の計は、小数点の調整上、一致しない場合あり。）
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日付 場所 性別 年齢 死傷別 態様 概要

発生なし

山岳安全対策課からのアドバイス

先週の発生（３/23～３/29)

　 先週県内では、山岳遭難の発生はありませんでした。
　 街中はポカポカ陽気で、春真っ只中といった感じですが、高山はまだまだ雪が残る厳
しい環境です。
   特にこの時期は、一日を通して雪面の状態が大きく変化します。朝晩の冷え込みでカ
チカチに氷結した雪面は、日中の気温上昇と日射でシャーベット状に溶けます。
   落石や湿雪雪崩に警戒しつつ、足下の状態を確認しながら確実に歩を進めるととも
に、必ずアイゼンとピッケルを携行し、冬山装備で登山に臨みましょう。
　 中央アルプス千畳敷カールでは、毎年雪面でアイゼンとピッケルがない上、スニー
カー等の軽装で八丁坂を上り、装備不足で下山不可能となる遭難事案が発生していま
す。
   ロープウェイ駅から見上げれば、宝剣岳の雄大な山塊は間近に感じますが、そこにた
どり着くには、観光地と冬山の境界を超えなければなりません。
　 自身の装備・技術・体力を過信せず、冷静に判断することが重要です。


